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看護研究交流センター

⊂ は じめ に

新潟県立看護大学では､看護研究交流センターを大学に併設しています｡

このセンターは､県立大学としての基盤を生かし､県民を対象に､健康づくりや病の人々

へのケアの専門職として､大学スタッフのもつ ｢知｣を提供しています｡活動を通して､

大学の教員も､より専門性の高いケアの力を培い､地域の人々と交流し､質の高い医療､

看護､福祉の提供-とつなげています｡

実践的な活動として､看護研究交流センターでは次のような 5つの部門をとおして､情

報を発信しています｡

(∋ <先駆的学習支援>専門職に向けた新しい看護学の知を発信し､上越の地に暮らす人々

に豊かな生涯学習の場を提供します｡

(∋ <地域社会貢献>地域で暮らす人々が豊かに生き生きと暮らすことを支えています｡

そのために開業医､コメディカルスタッフ､介護職の皆様からも学習支援者として参

加していただき､住民を対象とした ｢いきいきサロン｣を月 1回のペースで開催し､

気軽に交流できる意見交換の場や学習機会を提供しています｡

③ <看護職学習支援>看護の専門職がいつでもどこでも学習できるようニーズに応えま

す｡｢どこでもカレッジプロジェクト｣を立ち上げ､専門職向けの学習プランを展開し

ています｡

(彰 <地域課題研究開発>医療現場における専門職がもつ新しい研究課題を開発します｡

G)<特別研究部門>新勘県が行っているグリーンツーリズムに相応した､医療 ･福祉 ･

看護分野のメディカルグリーンツーリズムを進め､地元出身の首都圏在住者らを積極

的に受け入れ､新しい医療提供の形を模索し､提供しています｡

どうぞお気軽に大学にお越しいただき､新潟県立看護大学で学び､交流し､憩い､健康

を培い､豊かな暮らしづくりを目指していきましょう｡

看護研究交流センター長 粟生田友子
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｢平成22 年度 公開講座一覧
No. 日時 講座名 講師 事業名 ページ

1 5 月26 日(水)18:30-19:30 沈黙の臓器-日干臓のお品 畠山医院院長 畠山重秋 いきいきサロン 6

2 6 月23 日(水)18:30-19:30 ストレスと癒し 藤林医院院長 藤林陽三 いきいきサロン 6

3 7 月10 日(土) 快適性を考慮した (樵)花王 シニアマネージャー どこでもカレッジ 10

13:00-15:00 おむつの使い方と排氾ケア家族が ●̀がん母店日になったとき､ 岡崎静子
4 7 月20 日(火) 新潟県立看護大学 いきいきサロン 6
18:00-19:00 ～う向き合っていくか 教授 石田和子

5 8月25 日(水)18:00-19:00 9月4□(⊥)13:00-15:00 9月9□({)18:00-19:009月15 □(水)10:00-16:109月16 日(木)10:00-15:309月18 日(土) かめは噛むほどいいはなし 三上歯科医院院長 三上敦 いきいきサロン 6

6 臨床看護における感染防止 日本看護協会 前理事贋瀬千也子 どこでも力レ､ソジ 10

7 薬の飲み方の落とし穴 上越市 牧診療所所長 田村倫太郎 いきいきサロン 6

8 看護情報処理セミナー(第1回) 新潟県立看護大学教授 橋本明浩 どこでも力レ､ソジ 10

新潟県立看護大学助教 永吉雅人

9 地域医療を守る 新潟労災病院 市民公開講座企画 4
13:00-15:00 -健康 .病気 .余命を考える- 院長 松原要一

10 9 月30 日(木)10:00-16:1010 月1日(金)10:00-15:30 看護情報処理セミナー(第2回) 新潟県立看護大学教授 橋本明浩 どこでも力レ､ソジ 10新潟県立看護大学助教 永吉雅人

ll 10 月2日(土)13:00-16:00 経管栄養 .胃ろう患者ケア 新潟県立中央病院主任看護師 上野由美子 どこでも力レ､ソジ ll

12 10 月6日(水)18:00-19:00 皮膚科の未病 めぐみ皮膚科院長 中島恵利華 いきいきサロン 6

13 10 月16 日(土) 看護師のための 信州大学人文学部 どこでもカレッジ ll
13:00-15:00 対人コミュニケ-シ∃ン 教授 内藤哲雄

14 11 月9日(火) 無理せず 楽せず お互いに 上越地域医療センター病院リハビリテーションセンター いきいきサロン 6
18:00-19:00 リハビリテ-シ∃ン 室長 大竹朗

※公開講座は随時さまざまな企画が追加されています｡大学ホームページ､広報誌などで公開しています｡
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先駆的学習支援部門===

受講
料

無
料
!

看護 ･医療 ･福祉分野の実践や研究に関する新しい知見やトピッ

クスについて､広く国内外の権威ある知識人を招碑し､公開講座や

シンポジウムを開催することにより､地域住民の方々に学習機会を

提供します｡
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｢地域医療を守る

-健康 ･病気 ･余命を考える-｣

講師

平成22年9月18 日(土)
13:00′-15:00

新潟県立看護大学

新約 紬 院 院長 松原 要一
誹r冊糾 磨

新鶴)CJt;･J:医学部卒業｡医学博ヒ｡

新潟大学医学部節-外科助手､講師を経て､新潟県立吉田病院

に外科部長として勤務｡同院診療部長を経て､平成11年4月に鶴

岡市立荘内病院に院長として招かれ､病院管理者として病院に

メスを入れた｡

病院の新築移転､医療情報システムの整備､救急医療重視など

数々の改革を行い､鶴岡市の医療崩壊を食い止めた実績があ

る｡平成22年4月に新潟労災病院に院長として招かれ､上越市に

おける地域医療の改革に尽力中である｡

講演の概要
医療崩壊は地方ほど深刻です｡地域の医療を守るには､地域住民と病院が一体となって医療や

健康について考えていく必要があります｡地域の住民が地域の医療を守るためにできることは何か

について経験をもとにお話 していただきます｡

F .'三

加ご希望の方は､電話､FAX､e-maj 】のいずれかで､氏名､自宅住所､勤務先､

連絡先電話番等をお知らせください.

受講料は1!ir,=料です｡

｢日-‥-日-‥-日-‥-‥-日~･.･.̀‥-日-‥-日-日-日-日ー‥-‥-‥-‥-

l ※ 公開講座は随時さまざまな企画が追加されています｡

l 大学ホームページ､広報誌などで公開していますoJ■●IlIIIt■■■■■■lIf___●4-●■ ~~l■IIIIIII■■■
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∫
地域社会貢献部門======

冒 ..=,; E)

*********

｢看護大いきいきサロン｣とは ･

新潟県立看護大学を会場に､健康に関心のある地域のみなさまが､

気楽に集える市民講座です｡

地域のみなさまが健康でいきいき生活するために､医療 ･看護の

専門家との交流の場です｡

健康に関心のある方なら､どなたでもご参加いただけます｡
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･地域のホームドゥタ-や看護大学の教員などから､健康に関するさまざまなテーマにつ

いての話をしていただきます｡

･5 月から12月まで毎月1匡】､夕方1日古間程度を予定していよす0

･場所は､本学第2ホールで行いよす.

平成 22年度の予定 * * * * *****
回 日時 テーマ 講師

第 5 匡】 5 月26円(水)18:30-19:30｢沈鋸の膜壁旨-耶臓のdS話｣ 畠山医院院長 畠山重秋

第 6回 6月23日 (水)18:30 -19:30 Fストレスと癒し｣ 藤林医院院長 藤林陽三

篇ワ回 7 月20日 (班)F家族が ●●がん患者…になったとき､成人看護学
18:00- 19:00 どう向き合っていくか｣ 教授 石田和子

第8回 8[]?_5日 (水)18:00- 19:00 ｢かめば噛むほどいいはなし｣ 三上歯科医院院長 三上敦

第 9回 9 月9日 (杏)18.:00- 19:00 ｢薬の飲み方の落とし穴｣ 上越市 牧診療所所長 田村倫太郎

第 10匡】 10月6日 (水)18.:00- 19:00 ｢皮膚科の末病｣ めぐみ皮膚科院長 中島恵利華

第 11恒】11用9円 (班) ｢無理せず 楽せず お互いに 上越地域医療センター病院リハビリテ-シ∃ンセンター室長 大竹朗18:00- 19:00 リハビリテーション｣

*詳細については､ポスター ･チラシ､新聞広告､大学ホームペ-ジなどで

お知らせします｡

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

; お茶を飲みながら､健康でいきいきと生活す

●

:るための知恵や工夫について語らい､豊かな時

●●

:間を過ごしませんか?

:の粗品を差し上げています｡

●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

******************
-6-



∫

=======看 護 職 学 習 支 援萱匝門

｢ど こ で も カ レ ッジプロジェタ ト｣

通称 :どこカレ

-看護師の学び直しを支援する

地域指向型オープン/バーチャル ･カレッジー

平成 22 年度 受講案内

-7-



｢どこでもカレッジプロジェクト｣事業の概要･.･･*････
平成19年 11月～22年 3月まで､文部科学省の ｢社会人の学び直しニーズ対応教育推

進プログラム｣の委託を受けて､｢どこごi)カレッジプロジェクト｣として､潜在看護師

や現職看護師のリカレント学Pr]]を招卸してさJLlL｡学びたい希望をもつ社会人の方々が､

場所を選ばずに自由｣学びなおすこ'～のできる学智子フログフムを用意し活動してきました

が､平成22年 4Ilか､L引よこの通称｢どこ′力レ｣(｢ド7月レ｣とはプロジェクトの略称です)

事業を看護研究交/允センカーの借用職掌sGL]支援部門の事業として引き継ぎました｡

このプログフノ＼C･学習を珊fliする方は､メイトとして受講登録が必要です (メイトは仲

間を意味ちる ｢Md Le｣が っさこいます)｡あとで述べる案内にしたがって登録してく
ださい｡

1. 特 色

本fJT鍔の特色は､公開講座や大学の公開授業に参加して学ぶ ｢オープン ･カレッジ｣

(し加え､野訓者の方々の学びの場を限定せず､インタ-ネットを利用した ｢バーチャル･

カレツソ｣として､自宅や職場での遠隔受講や視聴覚教材による自己学習で学びます｡

キッ ト 環境さえあればどこでも繰り返し学ぶことができ､自己のペースで …やりたいと

きに■■ 学習することができます｡

さら｣実習病院との提携により実践現場での業務研修の機会も提供しています｡

2.学習方法

《》オープン ･カレ､ソジは大学や病院などに行って学習することをいい､次の方法があリ

-aす｡

(1)/Jl開講座に出席する

負)公開されている大学の授業を聴講する
(3) 図書館やパソコン､実習室など大学の施設を利用する

①病院実習で実際の業務について理解するなど

◎バーチャル ･カレッジは自宅や職場などで自由に学習することをいいます｡

インターネ､ソトを利用したVTR学習 (大学授業,公開講座などのVTR)や視聴覚

教材による自己学習などで学びます｡メイト登録終了後､専用ホームページにアクセ

スして学ぶことができます｡

また､登録メイトには､｢どこカレ通信｣や案内などを通じてそのつど新しい教材や

授業計画などの情報を提供します｡
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受講登録について *････儀････*･､･檀････*･､･･*････
対象 :

次の 2つの条件にあてはまる方を対象にします｡条件に当てはまる方であれば誰でも参

加できます｡

1)看護師の免許を持っている方

2)次のようなニーズを持っている方

(D現在就業してないが免許を生かして仕事を始める準備をしたい方

(∋長期間の育児休暇をとって職場復帰する予定の方

③最新の医療や看護について学びたい方

登録手続き:

いつでも受け付けています｡参加申込書に必要事項を記入し､下記に記載のある交流セ

ンター事務局に提出します｡提出する方法は事務局宛に郵送､ファックス､持参での申し

込みとします｡ご不明な点はお問い合わせください｡

讐 崇 の支援および費用 ‥ 羅

◆申し込み､問い合わせ先

〒943-0147 新潟県上越市新両町 240 番地 新潟県立看護大学

電話 :025-526-2822 (直通 ･FAX 兼)大越､高山

(受付時間 :平日9:30-16:00)

Eメール :dokokare@∩=sata-cn.ac.jp ホ-ムページ :http://dokokare.n両∩.jp/

Vn
ilIノヽノヽノヽ′l-I__J_｣ lL F.･舘 は :j_ltY.)

i - __ -_ 等
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看護職の学びなおしを支援します lTIlA;-L･Err･二･Tlt一､ 0 ･* 0 ､･ ･
平成 22 年度 ｢どこでもカレ､ソジ｣ 公開講座

開催日 7--マ 捕師 概 要

7月10日(土) 快適′門/a:i,g.J屈し'/I ー剛郁 甘辛 福齢省の排他ケアは､ケアの方法が生活全体のQ○Lを左石召る人変重要なケアですoしかし実際にはおむつかbのモレや肌 トラブルなどの問題が発生し､そ13:00- 15:○○ おむつの快いrJ3-と (煤)花 _TiL一-i-

棚氾ケア マンヘルスケア耶綻ユニットシニアマネージャー の対策として実施される間違った方法によリ､Q○Lを低下させ状況をさらに悪化させてしまいますoその方の快適性を考慮したおむつ選びやおむつの性能 .機能を十分に活用した使い方はトラブルの軽減につながリ､必要とする方とケアする方双方に安心とゆとリを生んでいきます○

9月4 日 (=I=) 鳩床省譜における 虞瀬千也子 昨今､感染防止に関する患者 .園民等からの病院感染対策に関する質問や相言斜ま多岐にわたリ､内容も科学的根拠に基づいた実践的な内容が求められるようになってきています○平成22年度診療報酬改定では､14年ぶリの独自可算である ｢感染防止対策可算｣が新設されましたo背景には､医療過程で生じる病院感染を可能な限リ低減させ､患者の生命を守るために､医療者は最大限努力することが求められています○看護職のケアにおける感染防止実践力が期待される所以ですo

13:00- 15:00 感染防止 日本看護協会前理事

(第 1回) 看護 情報処理 橋本明浩 【第1日日】10:00-受付10:30-ll:50 vvindOvvs基本操作昼食12:50-13:50 インタ-ネ､ソ卜を使った情報収集
9月 15日 (水)10:00- 16:109月16日 (木) セ ミナー 新潟県立看護大学教授永吉雅人

10:00- 15:30(第 2匝】)9月30日(木)10:00- 16:1010月1日(金)10:00- 15:30 14:00-15:00 表計算の基本的仕組み

新潟県立看護大学助教 15:10-16:10 統計分析とデータの見方と解釈【第2白目】10:00-ll:00 よリよいプレゼンテーションをめざしてll:10-12:10 構造型ワードプロセッシング昼食13:00-14:00 EXCELを使った糸充計的検定14:10-15:30 総合学習*日常生活の中で利用する看護情報をよリ効果的に処理することを目的として､習熟の程度に応じて学習できるようにプログラムしましたo事前の学習は不要です○また､レベルは初級から中級を想定していますが､初心者の方も大歓迎ですo定員は各回11名で､全日程参加可能な方が優先されます○また､第 1回と第2回は同じ内容となリますので両方を受講することはできませんo
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10 月2 日(土) 経管栄養 .胃ろう 上野 由美子 栄養療法の需要が高まリ､経管栄養とくにPEG(冒ろう)の増設患者が増えているoPEG増設患者のQOLにおいては､増設時からのケアが重要となるoPEGを中心とする経管栄養をめぐる手技､トラブル時の対応法
13:00～16:00 患者ケア(講義と演習) 新潟県立中央病院主任看護師

堀 良子､飯田智恵､水澤久恵､須藤陽子新潟県立看護大学 などの最新情報とともに､実際のケアや管理の仕方について実技演習を行います○*本講座の定員は､演習の性質上 40 名までに限らせていただきます○先着川副こ受け付けますのでご希望の方はお早めにお申し込みください○

10 月 16 日(土) 看護師のための対人 内藤哲雄 看護は感情労働であるといわれますo身体への診療

13:00-15:00 コミュニケーション 信州大学人文学部 的関わリ以上に患者さんの感覚や感情､痛みや悩みに

(講義と演習) 教授 寄リ涼い､全人格的にケアすることが求められますo患者さんの心の裡に潜む苦痛やもどかしさを感じ取リ､共感的 .同行的に働きかけるコミュニケーションが肝要となリます0本講座は､繁忙な業務に追われる看護者のための､現場で使える ｢対人コミュニケーション｣の知識や技術を実地体験的L学ぶ実施体験的に学ぶ機会となることを目指していますo

* ｢どこでもカレッジ｣は看護職の学びなおし支援事業ですが､公開講座では看護師の方

だけでなく､一般の方々のご参加もお待ちしております｡

●参加ご希望の方は､開催3日前までに､電話､FAX､e-maiEのいずれかで､氏名､自宅住所､

勤務先､連絡先電話番号をお知らせください｡

●申し込み先

〒943-0147 新潟県上越市新両町240番地

新潟県立看護大学 看護研究交流センター

電話 ･FAX:025152612822(大越､高山)Eメ刊:dokokare@ ∩=sata-cn.ac.jp

●看護情報セミナーは各回とも定員になり次第締め切りとします｡また､昼食をご用意く

ださい｡

経管栄養と胃ろう患者ケアも定員になり次第締め切りとします｡

●受講料は無料です｡
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｢どこ力山に参加して ･･*････儀o･Q･♯･･･頼0､･･*･､･･
～受講生の意見･感想(抜粋)～

(平成 22 年 2 月アンケート調査結果および修了認定者の寄せ書きより)

オープンカレッジ

<公開講座>

･｢最新の薬剤適用と菅7.m:｣･bu･かつ'/=｡丁度J日当している方の服薬管理の指導にすぐ活かせた｡

･｢胃ろう患者のケア｣｢排尿陣損のアヒスメントとケアのポイント｣除々に胃ろうケアのあり方が変わってゆく

ので｡講座で学ノ5細 により､なるほどこれでいいのだと自信をもって出来た｡

･｢看諾情報処理セミ-)--｣ 今年度､看護研究を行うこととなり､5年のブランクがあり学習不足で文献､検

索､統己†処理､工クヒル､パワーポイント等､出来なかったのですが､何とか一人でできました｡とても実践的

で助かリIJ:･ した.

･勉強さ･ti･て傾いた3Jl全てです｡ 何気なく毎日仕事をしていましたが､こうなるんだと今更ながら気づく事が多く

ありよし/し0学んだ全ての事が頭に入っているか自信はありませんが､資料を読み返したり分からない時にもう

ー膚学べる機会を与えていただいてとても感謝しています｡

<入学の授業 ･演習>

･JJI尿障害､腎泌尿器系の問題のある患者の看護｡呼吸器系､循環器系の問題のある患者の看護､お年寄りは色々

症状がでるので､講義の事を思い出し観察出来た｡

･成人看護学､フィジカルアセスメントや様々な疾患､障害への理解が深まった｡

･老人介護､病理学､BLSの演習見学｡今の仕事内容は非常に単純ですが､その背景にあるものを分かってケア

するか否か､家族への対応も違ってくると思いますし､信頼感も増すように感じました｡

<病院実習>

･自分の仕事がどのように病棟では見られているのか｡また急性期の方がどのような問題を抱えているのかは自身

の仕事にとって貴重な経馬黄であった｡改めて自分の役割を考えさせられる機会であった｡

･一般病院で行われていたことが30年前と大差なかった｡なぜかほっとした面もありました｡電子カルテに変わり

看護計画をたてるにあたり､その辺の知識が変えているのを痛切に感じました｡申し送り前一時間前に出勤して

いる看護師1年生の娘は言っておりましたが､一般病院は略語が多くて大変そう｡

･実習に行く前は復職について不安が大きかったが､同年代の看護師が仕事をしているのをみて､ ｢自分にもまだ

出来るかも｣という気持ちになった｡

･実習の中で看護師として今の自分に出来る事､足りないこと､出来ない事を考える事が出来た｡ケアを担当者と

一緒にさせてもらい､度胸がついた｡

バーチャルカレッジ

｢効果的なE- ラーニング｣ T.N

私がドコカレを始めたのは､パソコンで自分の都合の良い時間に動画での講座を見ることができたからです｡そ

して次第に大学での講習会に出かけるようになり､ドコカレの方にすすめられて病院実習にも参加し､修了認定記

馬黄も受け､最後には病院へ再就職してしまいました｡

私ははじめから修了認定を目指していたわけではなく､自分のできることから少しずつ学習を行っているうちに修

了認定証をいただいてしまったという感じです｡

しかし､再就職はゴールではなくスタートです｡これからもドコカレを通して生涯学習をしていきたいと思いま

す｡これからのドコカレに期待しています｡
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地域課題研究開発部門′･.~

看護 職研 究交 流

実践現場における看護研究の取り

組みと発表を支援します｡

-
覗il.･.1;＼-

-

--L#二 .
■■■■■■■l5

看護研究の

支援体制の整備

- 13-

ii⊇ココ『

上越地域における ＼L､
二 ＼

看護研究発表会 ノ
/.-■一■▼′_一一一一一一一一一一■



(二f 今年度の取り組みについて､ご紹介します｡~五 一)

･地域および医療現場における看護 ･医療 ･福祉分野の課題

について､解決策に導くような研究支援体制を整備します｡

｢看護研究発表会｣ を開催し､上越地域の各病院 ･診療所

や地域に所属する看護職員が取り組んだ看護研究の成果を共

有します｡

(上越地域振興局健康福祉環境部と共催)
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特別研究部門

上越地域の自然環境

+グリーンツーリズム

+ ｢メディカル｣の視点

都市部と上越をつなぐ ｢新たな価値創出｣

安心･安全

+.JY･メ

室賀 リ

.≠.77.I:,.I

( 三三 -::___:-

tTI-･pl-･､i
h'け1L

'''･･'JT転 表 棄
IJヽ_.■.__ヽーl_
地域の活性化

皆 様 のご協力をお願い申し上げます｡

-15-

どんなプランがいいですか?

健康チエ､ソウ

健康改善プログラム

リフレ､ソシュ体験

健康づくリプログラム

介護準備 .

健康食体馬英
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FAX 提出用

公開講座受講申込書

郵便番号

ご住所

電話番号

フリガナ

お名前

平成 年 月 日

様 年齢 才 男 ･女

勤務先

(差支えなければ､勤務先をお背きください｡)

平成 22 年度新潟県立看護大学公開講座を申し込みます｡●受講を希望する講座の番号に○を付けて下さい｡(複数可)●情報セミナーを希望の方は､出席する日付に○を付けて下さい｡
9/15 /と9/30 ､9/16 と10/1 の講座の内容は同じです｡

( )1. 7/10 おむつの使い方と排浬ケア

( )2. 9/4 臨床看護における感染防止

( )3. 9/15 看護情報処理セミナー (第 1回/1 日目)

9/16 '/ (第 1回/2 日目)

( )4. 9/18 地域医療を守る

( )5.9/30 着紗情報処理セミナー (第 2回/1 日目)

10/1 ,, (第 2回/2 日目)

( )6.10/2 経管栄養 ･胃ろう患者ケア

( )7.10/16 看護師のための対人コミュニケーション

◎受講の申し込みをされる方の個人情報は､公開講座受付作業及び連絡､サービスの提供
以外の目的には使用しません｡

*この用紙はコピーしてお使いください｡

*準備の都合上､事前にお申し込みをお願いします｡

*いきいきサロンの公開講座は､事前申し込みなしでご参加いただけます｡

*申し込みはFAX の他､電話でも受け付けています｡(TEL:025152612822)
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新潟県立看護大学 教務学生課

TE L 025-526-2811FAX 025-526-2815

E-Mailこkyoumu@niisata-cn.acJ'p

企画 ･運営/新潟県立看護大学看護研究交流センター

〒943-0147 新潟県上越市新両町 240 番地 新潟県立看護大学内

(事務局)TEL&FAX 025-526-2822




